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斉

物

は

じ

め

本
稿
は
駐
朋
万
物
斉
開
患
懇
の
後
世
へ
の
彰
響
の

代
表
的
患
想
家
部
薙
の
「
続
物
」
を
取
り
あ
げ
、

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と

観

態
様
と
し
て
、
宋
代
の

と
の
開
関
係
を
論
と
よ

能
濃
に
補
間
し
て

い
研
究
が

つ
つ
あ
る
お
い
か

と
の
関
連
に
力
点
を
置
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、

愛
車
問
問

し
て
銭
穣

吋
中
盤
思
想
史
』
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
か
観
物
派
の
哲
学
6

な
る
規
定

ω
は
、
趣
旨
は
諒
解
で
き
る
に
し
て
も
、
な
に
ぶ
ん
通
史
の
中
の
一
節

で
あ
っ
て
み
れ
ば
論
じ
待
て
お
わ
ね
ま
か
に
説
中
「
観
物
」

「
斉
物
い
の

に
だ
に
言
及
せ
ぬ
点
は
補
わ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

ト)

さ
き
に
部
綴
(
一

O
一一

i
一
O
七

}
の
思
懇
を
説
く
に
当
り
、
手
掛
り

と
題
す
る
詩
を
掲
げ
、
そ
の
解
説
を
す
る
こ
と
か
ら
姶

と
し
て
そ
の

情
外
更
生
情

既
得
希
夷
柴

部
棄
の
学
問
問
の
系
符
に
つ
い
て
友
人

「
能
勢
夫
先
生
墓
誌
銘
」
に
お
い
て
、

先
生
得
之
於
李
誕
之
、
捷
之
得
之
於
機
伯
長
、
推
其
源
流
出
潔
有
端
緒
、
今
種

一
不
雑
誌
洋
浩
大
、

物

め
よ
、
7
0

銃
符
希
夷
築

曾
無
寵
辱
驚

泥
惣
終
日
着

荷
貨
物
到
頭
字

恕
怒
関
鈷
筆

時
時
自
霧
名

松

健

i
 
i
 
j
 

既

の
楽
し
み
を
得

品
抑
制
て
寵
辱
の
鴛
き
無
し

空
に
泥
み
て
終
日
着
し

19 -

物
を
斉

自開し
らにく
名しし
をてて
容か筆努j
くを顕
拾2争
みふ

忽
忽
時
特
誰
か
能
く
真
性
を
苦
し
め

情
外
更
に
需
を
生
ぜ
ん

(
持
伊
川
撃
壌
薬
品
管
一
一
一
)
お

(

一

O
三
ニ
i

C
八
五
)
は
そ
の

指
先
生
総

と
い得
い者
、多

ま
た
門

会警

広言
行議
技文
略墾
L- υしl

)
に
も
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未
之
詳
也
」

〈
伯
長
)
ど
ま
り
で
あ
っ

、
は
じ
め
は

た
。
と
こ
ろ
が

や司嶋

一

)
の
道
家
一
源
説
初
出
で

一一一一

0
1
一

二
O
七
二
;

系
符
を
線
簿

〉
に
ま
で
遡
ら
せ
る

と
と
な
り

二
0
0〉

つ
て
は
『
痛
易
参
悶
契
」
と
の
関
連
合
説
く
よ
う
に
な
る
。

郁
子
天
地
定
位
否
泰
反
額
一
誌
、
正
是
後
明
党
天
方
鐙
之
義
。
先
天
譲
附

希
夷
又
岳
夜
…
附
繍
問
。
蓋
方
土
技
樹
用
以
修
煉
、
参
両
契
所
滋
…
問
刺
殺
患
。

(
朱
子
語
類
慾

0
0
)
 

こ
の
よ
う
な
所
説
に
つ
い
て
は
、
名
教
意
識
が
絡
ん

の
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
川
市
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
宋
初
の
道
家
の

鎖
倒
ぶ
り
は
、
彼
の
他

主
プ

見
ら
れ
る
と

三陳
品捧
り長
陳す
縛る
を罷
徐 葬祭事
いの

て
部
調
慨
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

曾
無
鷺
辱
欝

も
と
よ
り

2
4子
』
の

を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、

河
南
北
〈
竣
に
在
っ
て
き
さ
の

な
ど
修
業
を
重
ね
て
い
た
都
港
は
、
議
祐
六
年
(
一

C
m出
九
〉
洛
陽
に
揺
を
定

め
、
以
後
ニ
の
古
都
に
住
ん
だ
V

ニ
の
誌
、
制
作
は
嘉
祐
六
年
二

O
六
二
、

に
先
だ
っ
て
こ
の

(
挺
之
〉

五

「
諸
富
承
一
相
招
出

の
と
き
。
こ
の

が
作
ら
れ
て
お
り
、
上
野
日
出
刀
氏
は
「
天
津
橋
南

だ
の
は
翌
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。

お
よ
そ
こ
の
頃
に
彼
は
晩
年
の
関
静
を
楽
し

む
心
境
に
踏
み
入
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
V

泥
空
終
諮
着

こ
の
句
、
「
撃
悌
吟
」
〈
研
川
撃
壌
集
巻
一
鵠
〉
の
「
妄
欲
断
隷
縁
議
議
」
な

ど
と
照
応
す
る
も
の
ぞ
あ
ろ
う
。

都
港
が
仏
教
と
一
線
を
題
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
「
悌
氏
楽
若
宮
父
子

一
二
下
毅
物
外
篇
下
二
八
了
)
織
と

い
主
張

宣
言
然
之
理
鋭
い

い
う
諸
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
詩
時
代
の
張
載
の
ご
と

で
は
な
か
っ
た
。

の
息
子
部
伯
塩
〈

撰
す
る
『
河

南
部
氏
問
問
見
前
録
』
に

康
鮪
党
公
於
童
日
無
所
不
議
;
:
:
:
以
老
子
鴬
知
滋
之
鏡
、
以
孟

論
文
中
子
謂
偽
潟
西
方
之
聖
人

於
傍
老
之
附
明
、

ロ
中
木
嘗

(
巻
一
九
)

と
き
口
う
の
は

む
し
ろ
蔀
薙
の

へ
の
関
心
を
説
く
も
の
で
あ
り
、

さ
れ
ば

に
も
仏
学
と
の
近
根
性
を
指
摘
さ
れ
る
と
に
な
る
の

康
節
之
撃
廷
訟
鐸
氏
。
仰
一
部
又
挨
傍
消
息
議
議
者
一
言
之
。
問
、
繋

蓮
観
這
等
一
臨
時
長
物
各
付
物
之
意
否
。
日
、
然
。
蓋
自
家
都
不
犯
ヂ
之
意
。
蓮

是
指
陰
陽
議
行
者
一
言
之
。
又
問
、
州
知
此
則
的
性
輿
心
身
都
不
格
響
嬢
。
亡
者

立

、

存

者

自

存

否

。

呂

、

(

朱

子

語

類

慾

下
つ

20 -

0
0
)
 

に
摘
出
さ
れ
て
い
る
吋
伊
川
撃
壌
築
〕

の
「
以
準
概
議
い
に
つ
い
て

は
詑
百
闘
〈
上
段

つ

湾
物
弼
識
字

の
書
名
自
体
、

替
物
論
議
の

部
薙
の
主
著

世

先

王

之

志

、

田

と

関

連

し

て

い

よ

う

ω
し

、

へ

の

理

解

の

深
さ
は
観
物
外
篇
そ
の
他
に
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
織
に
説
く
が
、
こ

と

に
欝
し
て
は

に
召
さ
ぬ
よ
う
で
あ
る
。

と
と
も
に

の
も
の
の
観
方
が

の
「
斉
物
」
と
ど
の
よ
う
に
鵠
わ
る
か
を
解
明



し
よ
う
と
す
る
い
ま
、
こ
の
一
勾

こ
と
が
ま
さ
に
本
穣
の
課
題

と
な
る
の
で
あ
る
。

忽
怒
関
姑
筆

時
時
自
榔
偽
名

舗
の
え
ば
畿
一
祐
七
年
の
作

で
あ
り
、

時
時
楽
性
議
」

こ
と
争
¥

ふ
さ
わ
し
い
を
撃
の

つ
に
数
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

識
能
鷲
蹄
民
性

情
外
襲
生
情

部
療
に
お
け
る
性
と
情
の
区
別
を
議
く
に
は
、
諸
家
の
多
く
挙
げ
る
次

が
や
は
り
良
か
ろ
う
。

任
我
別
問
情
、
横
倒
蔽
、
薮
民
昏
失
。
関
物
山
間
性
、
性
問
紳
、
一
脚
則
明
灸
。
(
観

物
外
鑓
下
ニ
丁
)

以
物
観
物
性
的
地
、
立
我
犠
物
情
也
。
性
会
而
明
、

(
観
物
外
篇
下

三
丁
)

所
調
性
善
情
悪
裁
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
彼
の
「
放
一
常
去
を
箆
努
し
て
み
よ
う
。
ー
ー
ー
宇
宙
の
実
拐
に
つ
い
て

定
見
を
得
だ
い
ま
は
、
世
俗
の
尺
度
な
ど
、
と
ん
と
気
に
な
ら
ぬ
。
空
に
拘
諏

守
れ
ば
、
べ
っ
た
り
執
着
す
る
結
果
と
な
り
、
物
を
斉
し
く
観
ょ
う
と
し
て
は
、

い
ら
ざ
る
思
惑
は
さ
ら
り
と

松川

相
関
飛
を
意
識
し
、
と
こ
と
ん
争
う
こ
と
に
な
る
。

捨
て
て
、
撃
を
枯
り
閑
に
ま
か
せ
て
名
を
書
き
ち
誰
が
敢
て

ち
ま
え
8

に
抗
い
、
さ
ら
ぬ
だ
に
乱
れ
が
ち
な
心
を
乱
そ
う
ぞ
。
;
;
か
く
、

韓
外
更
に
情
の
生
ず
る
の
を
抑
え
、
「
咲
い
の
立
場
に
拠
ら
ん
と
い
う
わ
け
だ
か

ら
、
「
栽
」
に
密
ら
ず
し
て
「
物
」
に
臨
り
、
「
我
を
以
て
物
を
観
〕
ず
に
「
物

を
以
て
競
る
」
こ
と
が
絶
対
条
件
と
な
る
の
で
あ
る
。
に
擬
し
た

の
グ
も

斉物と畿物

は
し
ば
ら
く
縫
い
て
、
以
降
こ
の
「
N
品
物
観
物
」
に
つ
い
て
考
え
た
い

口

の
一
つ
の

1
1
6
密
書
象
数
の

"と

が
陳
捧
相
伝
の

あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
ぬ
が
、
い
ま
一
つ
の
柱
と
し
て
、
そ
内
観
物
説
を
挙
げ

得
る
。観
物
の
第
一
歩
は

て
物
を
観
る
い
こ
と
に
あ
る
。

8
5
の
立
場
を

中
心
に
し
て
対
象
物
を
競
る
こ
と
で
あ
り
、

一
つ
の
段
階
で
あ
る
。

と
題
す
る
詩
(
襲
来
観
寓
物
:
:
:
:
心
に
鴫
和
し
て
作
っ

た
「
和
樹
来
」
を
掲
げ
よ
う
。

以
身
畿
蒸
物

核
問
品
物
理
非
這

馬
第
乗
多
機

司
馬
光
の

亀
因
灼
苦
俊
一

能
没
口
謝
繋
議

易
飽
滋
鶴
鶴

伊
洛
好
機
水

額
向
漁
奥
様

(

一

O
七
二
〉
、

21 

歳
の
と
き
。

身
令
以
て
万
物
を
観
れ
ば

万
物
の
理
は
準
な
る
に
非
ず

馬
は
一
来
ら
る
る
が
為
に
多
く
痩
せ

か
る
にる
誘引こ
り弱

て
帝
焦
す

飽
き
易
き
こ
と
鵜
鵠
に
過
ぎ
ん

伊
洛
の
好
煙
水

難
は
く
は
漁
と
機
と
に
間
的
ぜ
ん

〕
の
よ
う
に
「
身
を
以
て
万
物
を
観
る
〕

で
、
招
応
の
境
地
が
関
か
れ
る

訳
で
あ
る
が
、
「
伊
川
繋
壊
薬
同
の
序
を
見
る
と
、
こ
の
「
以
身
離
物
い

し
き
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
、
「
以
物
線
物
」
が
称
、
え
ら
れ
る
。
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以
道
観
性
、
以
性
観
心
、
以
心
観
身
、
以
身
観
物
、
治
則
治
失
。
然
猶
未
離

乎
害
者
也
。
不
若
以
這
観
道
、
以
性
観
性
、
以
心
観
心
、
以
身
観
身
、
以
物

観
物
、
則
雄
欲
相
傷
其
可
得
乎
。

即
ち
「
以
身
観
物
」
が
次
元
を
異
に
す
る
立
場
か
ら
の
観
察
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
「
以
物
観
物
」
は
同
次
元
に
立
っ
て

l
i
t
と
言
う
よ
り
は
、
完
全
に
対
象

そ
の
も
の
に
な
り
切
っ
て
、
そ
の
観
点
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
朱
烹
に
よ
っ
て
「
物
各
付
物
」
で
あ
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
、
「
自
家
都
不
犯

手
之
意
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

思
う
に
、
対
象
と
一
体
で
あ
れ
ば
、
相
い
傷
る
こ
と
不
可
能
な
る
道
理
、
こ

の
よ
う
に
観
点
を
換
え
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
時
間
的
側
面
に
関
し
て
も
唱
え
ら

れ
た
。夫
古
今
者
、
在
天
地
之
間
猶
旦
暮
也
。
以
今
観
今
則
謂
之
今
失
。
以
後
観
今

則
今
亦
謂
之
古
失
。
以
今
観
古
則
謂
之
古
失
。
以
古
自
観
則
古
亦
謂
之
今
失
。

是
知
古
亦
未
必
矯
古
、
今
亦
未
必
潟
今
。
皆
自
我
而
観
之
也
。
安
知
千
古
之

前
高
古
之
後
、
其
人
不
自
我
而
観
之
也
。
(
観
物
篇
四
五
)

こ
の
よ
う
に
時
間
的
存
在
の
相
対
性
は
立
場
を
換
え
て
み
る
と
き
知
ら
れ
る
わ

け
で
、
古
今
に
通
じ
る
尺
度
は
、
「
我
よ
り
し
て
之
を
観
る
」
こ
と
を
超
え
た
時

点
で
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
郁
薙
は
結
局
「
寓
世
之
事
業
者
、
非
仲
尼
之
道
而
何
」

と
、
儒
家
的
常
識
に
従
う
が
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
は
、
「
仲
尼
之
所
以
能

蓋
三
オ
之
這
者
、
謂
其
行
無
轍
跡
也
」
(
以
上
と
も
に
観
物
篇
四
五
)
と
し
て
い

る
の
は
、
「
無
朕
に
遊
ぶ
」
(
荘
子
磨
帝
王
篇
の
語
。
郭
注
、
任
物
故
無
迩
)
荘

子
的
聖
人
が
想
起
さ
れ
て
面
白
い
。

き
て
、
こ
の
よ
う
な
我
よ
り
す
る
こ
と
を
排
除
し
た
結
果
は
、
次
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
る
。

聖
人
之
所
以
能
一
寓
物
之
情
者
、
謂
其
聖
人
之
能
反
観
也
。
所
以
謂
之
反
観

者
、
不
以
我
観
物
也
。
不
以
我
観
物
者
、
以
物
観
物
之
謂
也
。
既
能
以
物
観

物
、
又
安
有
我
於
其
開
哉
。
是
知
我
亦
人
也
、
人
亦
我
也
、
我
奥
人
皆
物
也
。

(
観
物
篇
五
二
)

部
薙
観
物
(
反
観

)ω
の
至
る
と
こ
ろ
、
「
我
奥
人
皆
物
也
」
と
い
う
に
及
ぶ
。
こ
の

到
達
点
は
例
え
ば
張
載
の
「
民
吾
同
胞
、
物
吾
輿
也
」
(
西
銘
)
と
か
、
程
頴
の

「
人
奥
天
地
一
物
」
(
二
程
全
書
遺
書
一
一
)
な
ど
と
、
対
比
し
て
検
討
せ
ら
る

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

い
ま
は
課
題
に
従
い
、
こ
の
「
観
物
」
|
|
部
薙
的
万

物
斉
同
説
と
「
斉
物
」
と
の
関
係
の
解
明
に
移
ろ
う
。

(ヨ

つμηノμ

次
の
文
は
「
二
程
全
書
』
遺
書
二
上
、
二
先
生
語
二
上
に
見
え
る
も
の
で
あ

る
が
、
程
穎
の
語
と
し
て
倒
考
察
を
進
め
る
。

命
之
日
易
、
便
有
理
。
若
安
排
定
則
更
有
甚
理
。
天
地
陰
陽
之
饗
、
便
如
二

扇
磨
、
升
降
盈
虚
剛
柔
、
初
未
嘗
停
息
、
陽
常
盈
、
桧
常
騰
、
故
便
不
膏
。

誓
如
磨
既
行
歯
都
不
替
、
既
不
膏
便
生
出
蔦
愛
。
故
物
之
不
膏
物
之
情
也
。

而
荘
周
強
要
膏
物
。
然
市
物
終
不
寮
也
。
嘉
夫
有
言
、
泥
空
終
是
著
、
斉
物

到
頭
字
。
此
其
粛
如
秋
、
其
和
如
春
。
如
秋
便
是
義
以
方
外
也
。
如
春
観
寓

物
皆
有
春
意
。
嘉
夫
有
詩
云
、
拍
拍
満
懐
都
是
春
。
又
目
、
芙
蓉
月
向
懐
中
照
、

楊
柳
風
来
面
上
吹
。
又
日
巻
許
寓
古
興
亡
手
、
出
入
幾
重
雲
水
身
。
若
荘
周
大

抵
寓
言
要
入
信
放
蕩
之
場
、
嘉
夫
却
皆
有
理
、
寓
事
皆
出
於
理
。
自
以
篤
皆



有
理
、
故
要
得
縦
心
妄
行
線
不
妨
。

変
易
が
万
物
の
さ
だ
め
、
そ
し
て
そ
こ
に
理
が
存
在
す
る
。
も
し
固
定
不
変
な

の
な
ら
ば
理
の
存
在
理
由
は
な
い
。
|
|
次
な
る
、
「
天
地
云
々
」
か
ら
「
物
終

不
替
也
」
ま
で
は
、
梓
言
二
に
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
参
考
ま

で
に
掲
げ
る
。天
地
陰
陽
之
運
、
升
降
盈
虚
、
未
嘗
暫
息
。
陽
常
盈
、
陰
常
軒
、

盈
一
軒
、
参
差
不
替
市
高
融
誕
生
罵
。
故
目
、
物
之
不
替
物
之
情
也
。
荘
周
強

子
日
、

啓
之
、
宣
膏
也
。

万
物
は
不
斉
と
い
う
条
件
の
も
と
に
生
成
す
る
の
だ
か
ら
、
斉
同
で
あ
る
訳
が

な
い
。

l
l
文
中
の
「
物
之
不
書
物
之
情
也
」
は
、
『
孟
子
』
際
文
公
上
の
語
。

ー

l
し
か
る
に
荘
周
は
理
不
尽
に
も
斉
物
を
唱
え
た
か
ら
、
わ
れ
ら
が
部
薙
の

指
弾
を
受
け
る
こ
と
と
は
な
っ
た
の
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
と
、
程
頴
は
考
え
る
。
|
|
郁
薙
は
け
じ
め
に
厳
し
い
中

に
、
も
の
を
見
る
ま
な
ざ
し
の
何
と
暖
か
く
和
や
か
な
こ
と
よ
。
物
を
斉
し
く

す
る
こ
と
の
不
可
な
る
を
言
う
場
合
も
、

一
概
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
調

和
を
失
い
争
う
結
果
に
な
る
か
ら
と
て
退
け
た
の
だ
か
ら
。
拍
拍
云
々
の
句
叫
に

し
て
も
、
芙
蓉
云
々
の
句
同
に
し
て
も
、
そ
し
て
巻
箭
云
々
の
句
に
し
て
も
、
と

も
す
れ
ば
か
の
放
蕩
の
世
界
に
引
き
入
れ
が
ち
な
荘
周
と
は
異
り
、
天
地
と
の

松川

合
体
を
説
く
奔
放
な
表
現
の
中
に
、
秩
序
の
是
認
が
み
ら
れ
る
で
は
な
い
か
。

部
薙
は
、
な
べ
て
の
も
の
は
理
を
具
有
し
、
よ
ろ
ず
の
現
象
が
理
に
支
え
ら
れ

斉物と観物

て
い
る
の
を
は
っ
き
り
自
覚
し
て
い
た
。

そ
の
枠
組
の
な
か
で
は

い
か
な
る

縦
心
妄
行
も
総
て
妨
げ
な
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

1
1
1
程
顛
が
部
薙
を
戯
れ

に
で
は
あ
る
が
、
「
乱
世
之
姦
雄
中
、
道
拳
之
有
所
得
者
」
川
と
評
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
話
柄
で
あ
り
、
「
縦
心
妄
行
」
の
語
は
必
ず
し
も
唐
突
で
は
な

ぃ
。
結
局
、
程
顛
は
「
理
」
を
認
め
る
か
否
か
に
焦
点
を
合
せ
て
荘
周
と
部
薙

つ
い
で
な
が
ら
、
荘
周
と
部
落
の
比
較

と
い
う
観
点
か
ら
、
朱
烹
の
も
の
も
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

間
程
子
謂
康
節
空
中
楼
閣
。
目
、
是
四
通
八
達
。
荘
子
比
康
節
亦
努
髭
相
似
。

と
の
差
を
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

然
荘
子
見
較
高
気
較
豪
。
他
是
事
事
識
得
了
、
又
却
蹴
踏
着
以
篤
不
足
篤
。

康
節
略
有
規
矩
。
然
其
詩
云
、
賓
朋
莫
怪
無
拘
検
、
異
梁
攻
心
不
奈
何
。
不

知
是
何
物
攻
他
心
。
(
朱
子
語
類
一

O
O
)

「
程
子
」
は
、
語
が
二
先
生
語
に
見
え
る
の
で
、
程
穎
か
程
顕
か
定
か
で

右
の
は
な
い
。
と
も
あ
れ
朱
宣
昂
は
部
薙
を
、
荘
周
に
較
べ
規
矩
あ
り
と
し
な
が
ら
も
、

そ
の
奔
放
自
在
な
る
に
付
き
合
い
か
ね
る
、

と
し
た
。
そ
の
差
異
を
論
じ
て
必

内ぺ

υつ臼

ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
と
な
れ
ば
、
程
頴
が
い
か
に
も
宋
代
ら
し
く
、
「
理
〕

の
認
識
の
有
無
で
荘
・
部
の
別
を
説
い
た
の
は
、
こ
の
際
、
大
い
に
参
考
に
な

る
の
で
あ
る
。

き
て
こ
の
「
理
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
口
に
掲
げ
た
「
和
閑
来
」
の
「
以

身
観
寓
物
、
高
物
理
非
迄
」
の
理
は

い
わ
ば
理
一
般
で
あ
っ
た
と
し
て
、
部
薙

が
取
り
立
て
て
「
理
」
を
説
く
場
合
は
、
や
は
り
『
易
』
説
卦
停
の
「
窮
理
蓋

性
以
至
於
命
」
の
文
脈
に
即
す
る
こ
と
が
多
い
。

理
窮
而
後
知
性
、
性
蓋
而
後
知
命
、
知
而
後
至
。
(
観
物
外
篇
下
一
丁
)

天
使
我
有
是
之
謂
命
、
命
之
在
我
之
謂
性
、
性
之
在
物
之
謂
理
。
(
観
物
外
篇

下
二
五
丁
)

こ
れ
ら
は
ア
レ
ン
ジ
せ
る
例
。

そ
う
し
て
「
観
物
」
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
次

の
よ
う
に
な
る
。
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夫
所
以
謂
之
観
物
者
、
非
以
目
観
之
也
。
非
観
之
以
目
而
観
之
以
心
也
。
非

観
之
以
心
而
観
之
以
理
也
。
天
下
之
物
莫
不
有
理
号
、
莫
不
有
性
罵
、
莫
不

有
命
語
。
(
観
物
篇
五
二
)

自
然
必
然
の
「
理
」
が
物
そ
の
も
の
と
一
体
に
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
き
、

「
観
之
以
理
」
は
「
以
物
観
物
」
|
|
|
「
観
物
」
と
同
義
と
な
る
。

ミ

、

1

・
刀
く
百

棄
は
万
物
の
斉
同
な
る
根
拠
を
「
理
」
に
置
い
た
。
「
理
」
に
於
い
て
万
物
の
斉

同
な
る
を
見
出
し
た
、

と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
「
観
物
」
|
|

部
薙
的
万
物
斉
同
説
の
根
底
に
は
、
そ
の
易
学
、
就
中
、
数
|
|
理
よ
り
す
る

自
信
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
確
か
に
荘
周
の
立
脚
点
と
は
相
異
す
4
Q
。
周
知
の

如
き
「
以
明
」
、
「
不
因
而
照
天
」
、
「
寓
諸
庸
」
、
「
休
乎
天
鈎
」
、
「
因
是
」
、
「
寓

諸
無
寛
」
と
い
っ
た
『
荘
子
』
膏
物
論
篇
に
見
ら
れ
る
斉
同
の
拠
り
ど
こ
ろ
は
、

大
胆
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
「
天
」
の
一
語
に
尽
き
よ
う
。
同
じ
く
膏
物
論
篇
に

見
え
る
「
蔦
物
奥
我
馬
こ
に
し
て
も
、
こ
れ
に
口
で
見
た
部
薙
の
「
我
奥
人
皆

物
也
」
を
対
す
れ
ば
、
あ
ら
わ
れ
と
し
て
は
大
い
に
似
る
よ
う
だ
け
れ
ど
根
ざ

す
と
こ
ろ
は
異
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
は
天
、
一
は
理
。
こ
の
よ
う
に
「
天
」

に
お
い
て
斉
同
で
あ
り
、

そ
の
次
一
万
か
ら
唱
え
ら
れ
た
荘
周
の
「
斉
物
」
に
、

そ
の
意
味
か
ら
の
接
触
は
、
部
棄
に
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
は
触
れ
ず
ー
ー
ー
触

れ
れ
ば
或
は
「
儒
」
た
る
を
失
う
や
も
知
れ
ぬ
|
|
ひ
と
、
え
に
さ
か
し
ら
に
拘

わ
れ
た
低
次
元
の
も
の
と
し
て
扱
っ
た
が
故
に
「
膏
物
到
頭
争
」
な
る
「
放
言
」

が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
こ
と
が
ら
の
経
緯
は
、
次
の
語
に
明
ら
か
で
あ
る
。

荘
子
膏
物
未
克
子
較
量
、
較
量
則
争
、
争
則
不
卒
、
不
平
則
不
和
。
無
思
無

矯
者
、
一
岬
妙
致
一
之
地
也
。
聖
人
以
此
洗
心
退
裁
が
、
密
。
(
観
物
外
篇
下
二
七

丁
い
う
ま
で
も
な
く
「
聖
人
云
々
」
は
、
『
易
』
繋
辞
惇
の
言
葉
、
部
薙
は
「
無
思

つ
ま
り
は
や
は
り
『
易
』
に
依
拠
し
た
の
で
あ
っ
て

無
意
」
を
言
い
つ
つ

「
道
学
」
の
限
界
は
つ
い
に
越
え
な
か
っ
た
。

(帥

以
上
、
荘
・
部
の
差
異
を
見
来
っ
た
が
、
他
。
面
で
も
こ
の
傾
向
は
み
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
荘
周
の
「
斉
物
」
に
同
意
し
な
か
っ
た
部
薙
も
、
『
易
」

設
卦
博
に
「
窮
理
」
と
な
ら
ん
で
唱
え
ら
れ
る
「
畳
性
」
の
、
そ
の
側
面
に
つ

い
て
は
、
荘
周
の
所
得
に
惜
み
な
い
共
感
を
示
す
。
「
川
上
観
魚
」
と
題
す
る
詩

を
掲
げ
よ
う
。
嘉
祐
七
年
(
一

O
六
二
)
五
二
歳
の
作
。

天
気
冷
酒
秋

川
長
魚
正
遊

雄
知
能
避
網

猶
恐
快
呑
鈎

巳
絶
登
門
望

曾
無
貼
額
憂

因
思
濠
上
梁

A
生っ白

天
気
冷
え
て
秋
を
緬
し

川
長
く
し
て
魚
正
に
遊
ぶ

知
能
く
網
を
避
く
と
雄
も

猶
侠
り
て
鈎
を
呑
ま
ん
こ
と
を
恐
る

己
に
登
門
の
望
を
絶
ち

曽
て
点
額
の
憂
無
し

因
り
て
思
ふ
濠
上
の
楽

暖
達
是
荘
周

暖
達
な
る
は
是
れ
荘
周
(
伊
川
撃
壌
集
巻
四
)

着
目
す
べ
き
は
「
濠
上
梁
」
の
語
で
あ
る
。
解
説
も
兼
ね
て
観
物
外
篇
下
二
六

丁
に
見
え
る
部
落
自
身
の
語
を
見
ょ
う
。

荘
子
輿
悪
子
遊
濠
梁
之
上
。
荘
子
日
、
篠
魚
出
遊
従
容
、
是
魚
梁
也
。
此
霊



物
之
性
也
。
非
魚
則
然
、

天
下
之
物
皆
然
。
若
荘
子
者
可
謂
善
逼
物
失
。

「
:
:
:
魚
梁
也
」
ま
で
は
『
荘
子
』
秋
水
篇
の
語
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
に
対
し
て
悪
子
が
「
子
非
魚
、
安
知
魚
之
楽
」
と
、
否
定
に
か
か
っ
た
と

そ
れ
が
可
能
な
の

こ
ろ
、
荘
子
が
絶
対
の
境
地
に
立
て
ば
ま
き
に
万
物
斉
問
、

だ
、
と
説
い
た
部
分
で
あ
る
。
「
此
」
以
降
の
郁
薙
の
説
明
、
ま
こ
と
に
『
荘
子
』

に
対
す
る
理
解
の
深
さ
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
「
墨
性
」
な
る
尺
度
に
照
し
て
褒

め
ら
れ
た
と
あ
れ
ば
、
一
一
荘
周
あ
る
い
は
苦
笑
す
る
か
も
知
れ
ぬ
が
|
|
。

右
に
類
す
る
例
は
少
く
な
い
。

荘
周
雄
帯
数
千
年
一
人
而
己
。
如
庖
了
解
牛
日
蜘
騎
四
顧
、
孔
子
観
呂
梁
之

水
日
脂
水
之
這
無
私
、
皆
至
理
之
言
也
。
(
観
物
外
篇
下
九
丁
)

「
庖
了
解
牛
」
は
養
生
主
篇
。
蜘
腐
は
臨
時
に
同
じ
。
「
孔
子
観
呂
梁
之
水
」
は

達
生
篇
。

荘
子
気
豪
、
若
呂
梁
之
事
、
言
之
至
者
也
。
盗
町
、
言
事
之
無
可
奈
何
者
雄

聖
人
亦
莫
如
之
何
。
漁
父
、
言
事
之
不
可
強
者
難
聖
人
亦
不
可
強
。
此
言
有

篤
無
篤
之
理
。
順
理
則
無
震
、
強
則
有
馬
。
(
観
物
外
篇
下
二
八
丁
)

「
盗
町
」
、
「
漁
父
」
と
も
に
篇
名
。

荘
子
日
、
庖
人
雄
不
治
庖
、
戸
祝
不
越
樽
組
而
代
之
。
此
君
子
思
不
出
其
位

素
位
而
行
之
意
也
。
(
観
物
外
篇
下
二
八
丁
)

松川

「
庖
人
:
:
:
」
は
遁
造
遊
篇
。
こ
れ
を
解
す
る
に
、
『
論
語
』
・
『
易
』
、
『
暗
記
』

の
語
を
以
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
言
説
は
、
例
え
ば
明
代
の
楊
慣
に
称
揚
せ
ら

斉物と観物

れ
る
川
な
ど
、
相
応
の
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
以
上
の
観
察
か
ら
し
て
、

前
述
の
「
斉
物
」
批
判
は
、
部
薙
に
よ
る
荘
周
評
一
般
か
ら
す
れ
ば
む
し
ろ
特

殊
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

何
故
に
「
斉
物
」
に
つ
い
て
同
意
し
な
か
っ
た
の
か
。
単
に
名
教
意
識
の
な

と
す
れ
ば
グ
特
殊
。
の
意
味

せ
る
と
こ
ろ
、
低
次
元
の
も
の
と
し
た
か
ら
か
。

が
解
明
で
き
ぬ
。

や
は
り
部
薙
自
身
の
思
想
の
一
つ
の
柱
「
観
物
説
」
樹
立
の

関
係
か
ら
、
こ
れ
を
比
較
相
対
的
に
高
め
ん
が
た
め
、
特
に
「
斉
物
」
を
低
く

見
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。

さ
ら
に
憶
測
を
遅
し
ゅ
う
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば

い
ま
し
が
た
見

た
「
若
荘
子
者
可
謂
士
普
通
物
」
の
「
遁
物
」
に
し
て
も
、
本
来
「
観
物
」
乃
至

は
「
斉
物
」
と
三
弓
つ
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
言
い
得
な
か
っ
た
訳

は
、
|
|
観
物
と
言
わ
ん
か
、
自
ら
う
ち
聞
い
た
観
物
の
境
地
を
荘
周
に
許
す

こ
と
に
な
る
。
斉
物
と
言
わ
ん
か
、
自
己
の
用
語
基
準
を
乱
す
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

R
U
 

ワム“

国

き
て
部
薙
の
「
斉
物
」
観
が
以
上
の
如
く
で
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
『
荘

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る

子
』
膏
物
論
の
扱
い
方
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
、

か
。
以
下
「
斉
物
」
か
ら
「
観
物
」

へ
の
移
行
の
背
景
を
、
更
に
角
度
を
変
え

て
考
察
し
た
い
。

部
薙
よ
り
二
世
紀
ほ
ど
を
経
て
王
熔
麟
ご
二
二
三

1
一
二
九
六
)
の
言
う

よ、つ歳
月
物
論
、
非
欲
潜
物
也
。
蓋
謂
物
論
之
難
斉
也
。
是
非
致
奪
回
、

而
我
無
奥
震
、
則
物
論
膏
失
。
郁
子
詩
謂
膏
物
到
頭
字
、
恐
誤
。
(
困
撃
紀
聞

一
付
於
物
、

巻
一

O
)
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右
は
本
稿
に
と
っ
て
二
つ
の
意
味
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

一
は
、
蓋
し
『
荘

子
』
膏
物
論
を
、
物
論
を
斉
し
く
す
と
訓
む
説
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
点
。

い
ま
一
つ
は
、
主
題
「
薄
物
到
頭
字
」
に
直
接
言
及
し
て
い
る
点
。
後
者
に
つ

い
て
は
勿
論
後
に
ふ
れ
る
。

き
て
、
物
論
を
連
読
す
る
こ
と
は
、
王
臆
麟
と
前
後
し
て
林
希
逸
削
・
劉
辰
翁
則

・
格
伯
秀
紛
が
行
っ
て
お
り
、
南
宋
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
普
通
の
訓
み
方
と
な

っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
以
降
、
明
を
通
じ
清
に
入
っ
て
も
、
一
部
の
例
外
川

を
除
い
て
は
、
物
論
を
連
読
す
る
こ
と
と
は
な
っ
た
即

一
八
世
紀
の
終
り
、
銭
大
研
(
一
七
二
八

1
一
八

O
四
)
は
前
掲
の
王
熔
麟

の
文
を
引
用
し
た
あ
と
続
け
て
き
弓
7
ょ
う
、

按
左
思
貌
都
賦
、
高
物
可
杏
子
一
朝
、
劉
淵
林
注
云
、
荘
子
有
膏
物
之
論
。

劉
現
答
宜
謹
書
云
、
遠
慕
老
荘
之
膏
物
、
近
嘉
院
生
之
放
墳
。
丈
心
離
龍
論

説
篇
云
、
荘
周
膏
物
、
以
論
篤
名
。
是
六
朝
人
己
誤
以
薄
物
雨
字
蓮
護
、
唐

人
多
取
膏
物
雨
字
潟
名
、
其
誤
不
始
康
節
也
。
(
十
駕
粛
養
新
銀
巻
一
九
)

こ
の
銭
大
析
の
指
摘
は
、
南
宋
以
来
続
い
た
「
物
論
」
説
の
総
括
と
も
言
う
べ

き
も
の
で
、
晋
以
降
に
「
斉
物
」
の
用
例
の
あ
る
刷
の
を
、
逆
に
誤
謬
の
例
と
し
、

歩
一
歩
を
進
め
て
「
物
論
」
説
を
強
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
に
入
つ

て
も
「
物
論
」
を
採
る
人
は
多
か
っ
た
附

こ
の
よ
う
な
一
方
的
に
「
物
論
」
説
に
傾
く
流
れ
に
抗
し
、
二

O
世
紀
初
頭
、

章
情
麟
の
「
膏
物
論
緯
」
紛
が
出
た
。

膏
物
層
讃
、
奮
訓
皆
同
。
王
安
石
目
悪
卿
始
以
物
論
属
議
。
不
悟
是
篇
先
設

喪
我
、
終
明
物
化
、
浪
絶
彼
此
、
排
遣
是
非
、
非
専
統
一
異
論
而
作
也
。
謄

故
奥
許
行
書
物
不
同
。

従
奮
請
。
因
物
付
物
、
所
以
矯
膏
。

「
許
行
斉
物
」
と
は
、
『
孟
子
』
膝
丈
公
上
に
見
え
る
話
。
孟
朝
は
「
夫
物
之
不

膏
、
物
之
情
也
」
本
稿
で
は
辺
頁
下
段
及
び
註
仰
に
既
出
ー
ー
と
し
て
、
こ

れ
を
非
難
し
て
い
る
。

き
で
ご
の
断
案
に
よ
っ
て
「
斉
物
」
説
が
復
活
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

の
光
彩
を
加
え
ら
れ
、
以
降
「
斉
物
」
に
従
う
人
が
多
い
刷
の
は
尤
も
の
こ
と
と

思
う
が
、
他
に
、
「
物
論
」
説
の
発
生
を
王
安
石
・
呂
悪
卿
の
、
北
宋
に
ま
で
押

し
上
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
f
も
っ
と
も
前
掲
の
王
慮
麟
の
文
で
は

「
:
・
、
恐
誤
。
」
に
引
続
い
て
、
北
宋
の
張
来
に
「
物
論
」
説
の
あ
っ
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
き
れ
ば
「
王
安
石
・
呂
悪
卿
・
張
文
潜
・
王
伯
厚
:
:
:
」
と 層

「
物
論
」
説
の
系
符
を
述
べ
る
人
(
王
叔
眠
)
も
出
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

い
ま
王
安
石
の
子
王
秀
の
『
南
華
経
新
停
』
に
は
「
膏
物
之
篇
」
な
る
語
が
見

え
、
必
ず
し
も
安
石
父
子
が
「
物
論
」
説
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
と
も
思
え

な
い
。
|
|
い
ず
れ
に
せ
よ
、
唐
代
ま
で
は
「
膏
物
」
と
連
読
さ
れ
て
き
た
も

の
が
、
宋
代
に
至
っ
て
「
物
論
」
説
が
拾
頭
し
、
長
く
こ
れ
に
拠
る
人
が
多
か
っ

た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
こ
で
こ
の
「
物
論
」
説
の
発
生
に
、
思
想
史
上
の
情

-26-

況
を
重
ね
合
せ
て
み
る
な
か
で
、
部
薙
の
「
斉
物
」
観
を
い
ま
一
つ
明
確
に
し

た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

手
が
か
り
を
馬
絞
倫
『
荘
子
義
謹
』
に
求
め
よ
う
。
馬
氏
は
前
掲
銭
大
研
の

挙
げ
た
『
文
選
』
の
二
例
を
引
用
し
た
後
、
言
う
よ
う
、

四
一
国
人
山
田
市
街
玄
撃
。
皆
不
以
物
論
二
字
連
請
。

語
を
裏
が
え
せ
ば
、
宋
人
崇
尚
理
学
、
故
以
物
論
二
字
連
読
、
と
な
り
は
し
ま

い
か
。
宋
代
に
至
っ
て
分
析
的
傾
向
が
強
ま
り
、
理
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
の

は
よ
く
説
か
れ
る
通
り
と
し
て
、
今
そ
の
代
表
的
思
想
家
で
あ
る
程
顕
(
一

O



)
の
「
斉
物
」

孟
敦
夫
陪
、
姫
子
資
物
論
招
何
。
回
、
計
投
手
之
意
欲
膏
物
理
耶
。
物
理
従
来

何
待
荘
子
孫
後
簿
。
若
野
物
形
、
物
形
従
来
不
努
、
結
部
門
旗
門
得
。
此
索

浅
、
不
奈
胸
中
所
得
、
何
遂
著
此
論
場
。
〈
一
一
程
全
書
二
二
上
〉

と
か
の
西
脇
も
、
庸
に
寓
す
る

早
い
話
が
惑
濁
に
捉
え
ば
、
{
綴
病
や
み

こ
と
で
斉
向
と
な
る
わ
け
だ
か
ら
、

当
否
は
き
て

こ
こ
で

iま

と
「
物
形
い
と
を
分
け
て
識
と
て
い
る
こ
と
に
注
告
し
た
い
。
こ

の
よ
う
な
分
析
的
患
惟
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
代
を
背
景
に
、
「
物
論
」
の
連
読
が

発
想
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
玄
学
的
に
受
け
ふ
ん
め
る
こ
と
か
ら

理
学
的
解
釈
へ
|
|
¥
そ
の
転
換
期
に
、
部
感
は
位
置
す
る
。

物
と
物
稔
の
対
立
と
い

斉

井
」
ゑ
¥

観
を
填
め
込
ん
で
み
る

る
可
能
性
が
あ
る
。
川
事
実
、
那
薙
は
前
述
の
結
く
、
斉
物

部
落
の

↓
較
量
一
↓
争
J
不
平
↓
不
私
の

と
仁三

し、

な
が
ら
も
、
後
の

ね
ば
な
ら

こ
の
ト
品

に
従
え
は
同
「
物
論
」

う
に
分
析
的
風
潮
の
黙
ら
し
む
る
と
こ
ろ
、
病
問
物
論
へ
と
傾
き
、
そ
の

ら
「
斉
物
」
に
疑
問
を
な
げ
か
け
た
と
こ
ろ
に
、
部
落
の
「
斉
物
」
観
の
も
う

説
が
力
点
を
異
論
の
統

に
置
き
が

つ
の
特
徴
が
あ
る
。
し
か
も

ち
な
の
は
、
註
鵠

i
側
、
側
、
鈎
の
諾
到
に
見
ら
れ
る
通
り
と
し
て
、
そ
の
場

に
審
物
論
の

A悶

み
る
人
が
多
い
の
に
対
比
す
る
と
き
、

松川

は
、
そ
の
限
り
で

部
薙
の
「
斉
物
い

は
り
次
元
を
奨

の
場
に

斉物と鋭物

に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ざ
れ
ば
こ
の
部
落
の

観
iま

の
よ
う
に
物
論
説
の
代
表
玉
懸

麟
に
よ
っ
て
苦
定
さ
れ
た
の

恐
誤
」

つ
ご
。
円
μ
ト
り

中
J

日
h
F

十レ一

、
王
感
麟
が

つ
に
は
「
物
論
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

そ
れ
は
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
即
ち
、
銭

の
表
現
を
後
め
た
い
口
…
は
、

で
あ
る
。

大
析
が
「
放
ハ
諜
不
蛤
康
節
也
」
と
い
う
意
味
で
の

に
考
え
れ
ば
、
も
う
一
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
即
ち
、

感
鱗
の
言
葉
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
「
是
非
致
誉
、
一
に
物
に
付
し
、
我

与
る
無
け
れ
ば
制
約
ち
物
論
斉
し
」
き
わ
け
で
、
ば
、

味
の
薄
物
論
に
拠
る
と
き
は

こ
こ
で
王で

ふ
」
こ
と
自
体
あ
り
得
ぬ
と
い

法
に
無
理
解
で
あ
る
、
と
い
う
点
が
指

摘
ぎ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
塁
み
に
こ
の
こ
と
は
、
「
斉
物
」
の
代
表
格

ゑ

γhv
。

ば
、
異
論
の
続

に
椛
慨
し
た
意
柄
麟
の

ら
は
、
更
に
強
く
指
摘
さ
る
べ
き
は
議
う
ま
で
も

ご
ミ
。

手
h
d

し

は
、
「
彼
此
を
泌
総
し
、
是
非
を
排
議
す
る
」
も
の
で
あ
っ

27 -

「
専
ら
異
論
を
総

せ
ん
が
為
に
作
れ
る
に
は
非
ざ
る
も

で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

協
の
荘
周
斉
物
論
の
礎
解
者
刻
に
詑
し
て
の

異
端
者
ぶ
り
が
浮
彫
り
さ
れ
た
が
、
こ
の
姿
を
見
掛
け
の
ま
ま
に
受
け
と
め
て

お
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
単
に
皮
相
に
過
ぎ
ず
、
総
務
思
想
全
体
か

む
し
ろ
そ
の
内
実
を
殺
眠
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
支

と
い
う
薄
物
論
の
条
件
は
決
し

}
め
よ
う
に
見
来
つ

グ)

ら
み
れ
ば
、

グ〉

提

一
付
於
物
、

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
夙
に
明
確
に
諮
ま
え
ら
れ
て
い
た
。
言
、
つ
ま
で
も

な
く
、
「
不
以
我
穀
物
、
以
物
観
物
」

!
j
i
観
物
説
の
携
築
に
憶
な
ら
な
い
。
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む

ぴ

'宇

総
じ
て
、
日
に
み

国
に
み
た
分
析
的
風
潮

回
に
み
た
独
自
性
進
求
め
意
欲
、
傍
ら
に

こ
れ
ら
が
終
っ
て
、
部
療
を
し
て
「
斉
物
」
を
税
対

の
場
に
引
き
鎖
、
ゅ
ん
で
処
理
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
観
物
説
ふ
V
M

錨
き
上
げ
る

た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
」
チ
白
。
が

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

成
立
の
道
第
に

駐
慰
「
斉
物
」
め
批

る
。
以
上
、
部
薙
の

判
明
的
継
承
の
跡
を
見
出
し
持
た
も
の

霊室ω
後
掲
の
綿
時
総
考
を
除
く
の
外
、
参
照
し
得
た
も
の
。

上
野
日
出
向
刀
「
都
機
の
生
涯
と
詩
」
〈
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書
房
、
中
山
口
川
博
士
返
枠
外
記

念
中
趨
文
撃
論
集
所
収
〉

一
戸
同
国
農
三
郎
「
部
康
総
父
子
め
思
想
」
(
広
滋
ふ
入
学
文
学
部
紀
委
第
二
八
義
一
秒
〉

山
怒
と
良
「
問
問
康
銭
の
人
物
と
風
機
」
福
田
間
大
学
人
文
総
綴
第
三
巻
第
三
号
)

「
皐
極
経
世
書
」
〈
一
九
七
二
一
年
、
部
朝
日
新
聞
社
、
刊
川
勝
幾
救
編
史
学
論
集

所
収
)

一
一
一
滞
留
雄
「
伊
川
腕
都
刷
機
集
の
世
界
」
〈
東
方
銀
・
報
京
都
第
間
間
七
冊
)

ω
備
後
蹴
ホ
認
醸
成
節
思
怒
偽
汲
滋
家
、
禁
寅
一
是
一
史
近
畿
問
。
緩
節
艦
情
於
象
数
之
察
、
日
滋
似
醤

嚇
機
時
階
険
家
、
但
康
節
象
数
惨
え
柑
符
後
、
ロ
刀
有
一
套
耕
制
緩
綴
媛
、
却
奥
漏
出
漢
絵
組
問
気
不
問
。

税
調
印
機
此
一
派
祭
叡
品
物
哲
隆
明
、
前
中
側
窓
周
、
後
有
康
節
、
端
体
料
出
掛
学
、
夜
中
間
思

想
築
廃
然
然
一
日
一
入
港
期
間
館
市
足
焼
品
車
内
。
〈

p
m削〉

mw

「
伊
川
繋
壌
集
い
は
開
凶
部
叢
刊
本
に
よ
る
。

ω
吋
一
一
程
全
議
開
』
は
四
都
掛
捌
婆
本
に
よ
る
。

ゅ
ん
マ
仲
女
子
一
一
一
郎
『
宋
代
日
明
祭
め
務
究
」

p
m
u
i
m参闘機。

出
抑
制
御
え
ば
陳
浮
(
総
本
立
一
織
、
宋
明
時
代
儒
瀞
十
窓
組
制
め
研
究
pmω
参
照
)
、
幾
大
析
{
十

な
ど
。
「
拙
拡
競
希
夷
先
生
災
及
圏
宮
崎
僻
」
(
向
上
径
一

mw

「
酬
例
公
吟
」

な
ど
。

ω
上
野
口
U

山
紛
刀
吋
都
議
伝
」
(
久
留
米
工
業
妓
期
大
学
研
究
報
後
第
一
号
)
、
山
室
三
良

「
一
得
ぴ
部
康
飾
に
つ
い
て
」
(
福
岡
大
学
人
文
論
議
第
四
巻
第
一
号
〉
参
照
。

mw
上
野
日
出
万
「
線
緩
め
終
に
つ
い
て
」
(
久
怨
米
工
業
短
期
大
学
研
究
毅
労
務
ご
号
〕
。

線
内
奥
様
経
世
』
は
議
諸
紘
一
枚
収
本
に
よ
る
む
な
お
以
下
線
物
綴
一
況
と
、
裁
物
外
綴
ゑ
E

の
よ
う
に
省
略
に
従
う
。

ω
大
自
開
発
刊
柳
徹
淡
節
の
〈
叡
物
〉
い
(
企
双
方
修
第
五
二
韓
)
参
照
。

邸
右
大
島
論
文
参
照
。

m
w
M汗
委
一
一
に
「
加
即
発
点
八
銭
円
口
、
権
桐
月
向
緩
や
開
問
、
機
柳
風
来
頭
上
吹
。
閥
的
地
滋
日
、

隊
機
風
流
人
豪
」
と
。

川

w

…
つ
お
い
て
後
の
鼻
官
僚
一
お
E

の
匂
と
共
に
、
「
{
女
…
幾
鰯
中
瀬
一
一
機
」
(
伊
川
撃
壊
然
繁

九
)
に
兇
ゆ
。
な
お
安
楽
街
と
は
滋
織
の
住
居
。
河
南
輝
樹
締
a

会
議
公
社
大
批
剣
組
「
郡
部

薙
及
其
ぷ
女
築
総
H

批
判
」
(
文
物
、
一
九
七
六
年
第
五
議
)
に
よ
れ
ば
、
内
楼
・
ム
白

隠
な
ど
の
遺
紘
が
吸
引
仔
ナ
る
。

加
州
単
内
務
月
一
五
t
が
梼
柄
拘
ヨ
ヌ
ミ
と
な
っ
て
「
首
脳
賂
吟
い
〈
伊
川
撃
壌
集
巻
二

O
〉
の
や
に

党内問。

鵠
吋
一
一
税
金
繋
』
遺
書
二
上

問
「
丹
鉛
線
総
い
慾
一
一

帥
物
論
老
人
物
之
総
由
。
猿
品
川
口
衆
論
也
。
繊
同
毅
一
也
。
欲
ム
ロ
血
球
十
郎
牌
時
一
也
。
(
織
率
葵
経

三
夜
)

な
れ
杓
布
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
の
も
の
が
、
以
下
の
務
添
に
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
明
人
。

李
怒
機
等
町
南
華
経
勾
師
郡
山
、
隊
後
選
「
海
華
全
経
分
帯
都
知
v

解
旬
、
ぬ
夢
核
三
陶
跡
中
終

経
議
校
門
鰍
料
熱
戦
「
荘
子
孤
内
悶
旬
、
資
五
一
位
吋
葉
子
商
務
時
呉
服
戦
校
訂
h

。

ω
或
謂
仲
敬
子
欲
燃
物
論
、
非
也
。
欲
資
制
約
念
不
燃
尖
。
不
良
五
議
河
偽
物
輸
、

A
h
自♂一一個得他

物
論
原
点
目
指
常
。
成
樹
得
後
則
心
午
、
心
卒
則
鉱
山
物
務
災
。
(
延
子
商
議
爆
終
結
校
)

州
側
滋
?
?
臼
品
物
之
不
膏
物
之
総
問
油
出
。
府
荘
子
名
籍
以
融
持
物
縁
。
或
疑
其
由
開
綾
歌
郡
深
幾
滋
不

淑
内
之
脇
問
、
殊
不
思
孟
子
特
捜
榊
詐
刊
十
一
…
一
四
百
之
.
持
。
、
混
『
蕊
之
所
食
品
官
僚
、
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理
一
分
殊
別
問
情
之
不
後
協
定
失
。
故
繭
義
援
す
や
蹴
組
、
一
土
一
一
筏
以
替
天
下
え
物
論
。
(
潟
楽

隊
総
議
中
滋
纂
微
)

純
明
末
譲
治
務
め
な
錨
什
世
』
に
は
、
「
夫
薄
物
之
簿
非
努
物
也
、
物
化
之
総
獲
物
」
と
見
、
ぇ
、

ま
た
濁
挟
辰
の
「
潟
務
総
経
別
府
史
』
に
は
、
「
融
関
脇
綿
一
線
、
非
臨
貸
物
也
、
総
珂
我
惚
」
と

問見出明。

縮
条
得
之
・
・
品
物
総
務
、
縁
仏
師
也
。
前
宵
之
品
官
、
会
彼
氏
是
非
雨
一
之
也
。
(
綾
子
通
義
)

総
有
光
e

-

欲
斉
夫
下
之
物
輸
、
必
緩
諸
未
始
有
物
え
先
。
へ
土
問
筆
巽
経
一
群
注
〉

な
わ
ね
お
と
向
じ
も
の
に
楊
起
一
%
叫
ん
隙
紫
綬
悶
関
節
』
、
徐
跡
視
力
問
時
絡
協
紗
」
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
明
人
。

隊
長
成
・
・
炎
知
有
大
小
、
開
品
衛
浅
深
、
品
物
論
之
所
由
民
、
以
不
燃
也
。
(
士
間
輩
出
呉
緩
副
欄
瑞
〉

沈
一
貫
-a
物
議
紛
紙
、
自
儒
里
震
以
変
緩
内
料
間
間
関
之
倫
、
各
府
時
文
所
欲
都
地
。
(
荘
子
、
丞
)

経
一
司
教
等
-
a

有
是
翁
泳
、
物
論
之
不
替
也
。
{
常
枇
ヴ
ナ
玄
日
=
弔
問
調
貯
苑
)

際
深
権
盗
物
体
禰
所
以
不
費
者
、
間
凡
得
俊
閥
有
死
有
生
、
品
物
一
り
ん
何
一
小
一
円
、
殊
不
知
可
不
可

本
一
署
員
、
死
生
本
一
枚
隊
、
本
無
不
耐
宵
也
。
〈
綾
子
日
間
続
)

察
後
膏
Z

我
向
』
旭
川
失
、
知
何
後
生
。
是
非
一
致
、
物
件
鵡
自
榔
問
。
〈
延
子
解
)

呉
伯
初
期
間
・
・
我
忘
泌
物
論
経
山
市
開
起
尖
。
〈
総
務
綬
国
然
)

癌
特
篠
清
・
・
物
論
議
、
乃
念
品
J

人
物
衆
口
之
線
総
滋
。
(
結
子
市
内
篇
注
)

郭
府
政
翰
・
・
大
凡
物
論
不
替
、
際
競
於
有
我
。
(
溺
豪
州
総
務
鱗
)

劉
土
穣
-
-
品
物
本
向
財
閥
常
、
人
以
我
仏
総
務
中
偶
然
繁
後
批
分
別
、
物
之
一
小
灘
間
嬬
蹴
総
於
此
。
(
南

務
審
致
)

方
市
総
務
・
・
物
論
不
湾
、
思
以
務
・
之
。
(
溺
奪
回
奥
経
盗
n
h
g
)

玉
夫
之
・
・
一
小
中
札
一
校
之
鑑
以
生
相
劇
的
之
糊
柄
、
一
問
怒
宥
不
市
宵
之
物
議
一
子
。
〈
枠
拡
子
解
)

後
一
賄
側
・
・
天
下
物
論
矯
何
紛
多
。
〈
溺
情
華
経
解
)

廿
作
品
一
世
銘
・
・
開
明
滋
之
一
一
言
、
各
+
符
凪
淀
券
、
後
綱
同
物
議
。
物
論
之
不
灘
、
管
制
位
於
各
自
幾
我

之
心
。
(
菜
子
悶
)

高
秋
開
n
・・4
物
論
所
以
畿
持
者
、
滋
ふ
符
我
見
。
我
荷
不
立
、
後
山
同
何
存
。
(
慈
子
縁
慾
〉

浦
起
議
・
・
縦
波
主
子
融
化
窒
宇
品
一
一
日
。
物
論
工
学
漆
議
。
(
古
文
扇
訟
)

険
制
総
芝
-
-
姉
帯
別
利
宣
静
物
之
ゑ
綾
部
必
-gz
笠
ハ
設
、
ゑ
偽
物
論
。
(
嘉
子
雲
)

閥
速
読
め
例
と
し
て
銭
氏
の
挙
げ
る
友
関
係
・
劉
混
・
副
総
総
の
も
の
の
外
、
朱
桂
躍
は
、

稔
叔
夜
琴
絞
条
氏
は
篤
晶
子
長
長
箇
賦
に
誤
る

i
「
湾
薬
物
令
抑
脳
級
得
い
、
芝
府
康
問
唱

ヌ寺物と観物

反
絡
際
「
輿
脇
知
識
問
終
始
」
そ
れ
ぞ
れ
に
李
警
が
と
注
す
る
例
を

加
え
て
、
こ
れ
ら
も
「
潜
物
」
逮
設
の
簾
で
「
同
開
設
」
と
す
る
。
〈
碇
子
市
門
篇
議
機
)

こ
れ
に
対
し
、
定
判
帆
抑
戦
は
さ
ら
に
夏
侯
駐
隊
後
「
嶋
崎
秒
一
放
言
語
、
樹
宵
物
総
ゅ
ん
い
合
加
え
、

こ
ち
ら
は
「
荘
子
之
本
意
夜
総
燃
物
明
怠
八
」
と
す
る
。
〈
終
予
校
輔
枠
)

総
胡
方
様
鑑
識
持
物
論
議
、
費
諸
家
言
返
之
論
消
場
。
〈
縫
子
器
対
正
)

間
閥
復
・
・
物
者
後
袋
、
総
緩
急
券
。
授
我
物
化
、
滋
泌
総
…
、
制
約
民
自
費
災
。
〈
山
総
務
十
通
)

燦
治
安
・
・
道
子
作
膏
物
論
者
、
欄
間
物
総
不
湾
、
五
回
出
胤
奨
不
燃
血
液
由
州
之
、
保
不
薄
弱
持
偶

然
不
湾
、
欲
記
齢
耐
也
。
〈
南
華
鏡
「
、
経
本
執
務
)

品
内
世
山
内
・
・
瓶
三
也
α

品
物
品
繍
衆
論
拘
増
。
(
荘
子
鯵
)

方
潟
・
・
線
終
任
天
国
廿
ム
ハ
間
然
、
不
附

mm凝
議
臨
時
、
物
論
不
夜
間
関
織
内
也
。
(
南
率
緩
解
)

銭
澄
之
e

e

欲
融
問
慨
深
化
仲
必
先
受
我
、
喪
我
制
約
ι
単
一
死
品
悶
瓶
問
、
又
何
物
弘
樹
之
不
勝
手
。
(
荘
屈

ん
日
数
)

情
派
議
開
閥
的
・
・
物
総
紛
緑
、
是
非
之
門
、
…
入
禁
中
、
迷
不
復
出
、
幾
務
此
外
別
無
天
地
。

〈
彩
子
正
義
〉

綴岡胤柑
we-
戦
問
問
時
慮
士
緩
議
、
物
論
紛
転
。
(
南
葉
一
審
心
綴
〉

楊
文
舎
-
-
下
文
機
種
不
努
之
物
払
師
、
い
皆
後
端
筑
後
…
法
滞
斉
之
。
(
商
務
総
務
総
)

五
先
鋒
・
・
天
下
之
品
物
え
…
一
街
地
縦
一
り
懇
一
規
之
。
一
小
必
数
然
、
小
川
リ
遜
弱
己
。
常
勝
畿
一
…
潟
、
天

下
之
滋
紛
、
英
知
物
論
、
思
湾
北
什
太
閥
、
出
品
以
累
心
。
(
桜
子
終
解
〉

制
荒
木
克
悟
平
月
物
論
釈
淵
州
経
(
そ
の
一
〉
」
〈
務
今
年
報
第
二
九
輯
)
ぃ
参
糊
問
。

倒
品
料
錦
町
内
荘
ツ
マ
浅
読
』
、
馬
特
料
品
加
吋
綾
子
議
鐙
』
、
五
叔
峨
吋
波
予
校
鰐
門
高
田
受
坤
台
数

子
哲
磁
4
h

〈
付
従
子
市
内
第
解
設
)
、
幾
融
機
吋
妓
子
築
婆
』
な
ど
。

桝
制
維
明
抽
惨
「
延
子
纂
婆
い
に
は
一
潟
、
っ
、
「
銭
大
部
明
白
、
一
十
一
的
闘
爆
柄
、
王
安
?
の
呂
慈
郷
冬
、
日

後
設
(
幾
」
〈
其
説
と
は
物
論
連
続
鋭
)
と
。

側
批
判
者
、
そ
含
め
、
「
沌
涛
円
物
，
一
て
.
必J

多多〆ふい
o

本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
一
部
に
当
っ
た
に
滋
ぢ
ぬ
。

(
人
名
・
幾
名
・
引
用
部
分
は
正
字
を
用
い
た
)
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